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研究成果の概要（和文）：手描きアニメーションで用いられている独特な描画技法は、3次元的な幾何形状を仮
定した場合、大きな歪みを含んでいるものの、観ているものには特段の違和感がないという高度に記号化された
優れた表現法であると言える。しかし、その技法は文書化されていたり式で表されているものではない。
本研究では日本のアニメーションで表現に用いられている描画法について特に顔の振り向き時の描画に注目し、
画像データを収集した後、特徴抽出手法を用い、その描画法の特徴明確を試みている。ノウハウとして曖昧であ
った描画法の特徴を特徴ベクトルで表現し、その係数を変化させることで生じる像の変化から描画法の特徴を可
視化することを実現している。

研究成果の概要（英文）：Techniques used in hand drawing animation create expressive images 
acceptable without strange feeling, though those include distortions if those are assumed to be a 
projection of geometric shapes. However, those are difficult to be described as text or equation. 
In this study, drawing techniques for turning face motion in Japanese hand drawing animation is 
focused. Collecting face drawn images and analysing of them with a feature extraction method, 
several characteristics of the techniques were clarified and visualized as face images.

研究分野： コンピュータグラフィクス、画像処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、アニメーション用の作画は現場での訓練により身につけられていたが、制作システムの変化、制作費や製
作期間に起因する問題により、そのような環境が減りつつある。またコンピュータの導入による製作補助に関し
ても、ノウハウに関して工学的に応用可能な技術的記述が見られず、実装が困難な状況である。本研究では、ア
ニメーションでの特徴的な描き方を描画者が学習するためにも、コンピュータによる描画補助の手法を開発する
ためにも応用可能なアニメーションの分析法を提案している。また多次元特徴量からの分析方法については、さ
らに改善可能であり、描画分析法として発展する可能性を秘めている。








